









































































































した。教育課程については， 25年度には「被服美学」， 「意匠学」， 28年度には「教育心
























昭和21年3月の 「第一次米国教育使節団報告書」は， その第六章高等教育の冒頭で 「大学
はすべての現代教育制度の王座」と述べ，さらに高等教育は， 少数者の特権と してではな





















編 成 経 過
校 数 （校）
国 立 ~下A、立 私 立 言十
単一専 門 学校 を再 編 1 1 52 
専門学校
を母胎と 専門学校と旧制中学校を合併 1 1 
して編成 新学制校大専学門を設部置をし再専編門 2 8 1 0 
専旧攻制科中等－ B学lj科校の念品ど等を科再編 3 1 3 1 6 
各 種 で井主「4与 校 を 再 編 1 2 3 24 
新 倍。 大 弓《斗子4 t亡 併 置 4 5 4 1 5 0 
新制高等学校の上部 K設置 1 4 1 4 
新 三ロX凡 1 1 
J口,_ 計 4 24 1 5 2 1 8 0 










































昭和41年 1月 「服飾美術科」の入学定員を80名より 200名に変更認可。
昭和41年 1月 「工芸美術科」入学定員 100名設置認可。
昭和41年 1月 「体育科」入学定員 100名設置認可。





昭和4昨 3月 「体育科」 を 「保健体育科」 と科名変更認可。
尚，前の学制課程と関連する教育職員免許法による 「課程認定」は次のとおりである。
昭和38年 2月 中学校教諭 2級普通免許状 （家庭〉取得課程認定。
昭和41年2月 中学校教諭2級普通免許状 （美術 ・保健体育） 取得課程認定。
昭和44年3且 小学校・幼稚闇教諭2級普通免許状取得課程認定。
昭和44年3月 聴講生の課程認定。























年度 再選Jr~＇－＇ 工芸美術科 体 育 科 言十3 8 120人 人 人 120人
3 9 7 7 7 7 
4 0 184 184 
4 1 2 1 3 1 0 3 49 365 
4 2 1 8 9 5 5 85 329 
4 3 
4 o I 72 58 347 













年度 単 年 度 累 積 負 債 率 本院勘定
3 8 4斗 2, 1 5 4,9 9 1円 ぷ斗 2,1 5 4, 9 9 1円 102. 2% 3 1,4 5 4,4 6 4円
3 9 1,943,974 i込 211,017 7 3.8 5 8,0 4 ,6 9 2 
4 0 6 2,4 34,3 06 よと込 2,6 4 5, 3 2 3 3 9.2 6 7,5 6 5,8 8 4 
4 1 2, 7 8 3,6 9 8 1 3 8,3 7 5 5 6.9 1 0,3 7 5, 2 9 9 
4 2 6 5, 8 2 ,4 0 0 正三込 5, 6 8 4,0 2 5 59.8 5 6, 7 8 3,3 0 8 
4 3 6 4,6 3 1,6 3 8 どと込 1 0,3 15,66 3 4 4.6 8 5, 6 6 3,1 9 9 
4 4 Eさ当 1,9 4 1,7 3 3 ど斗 12,257,396 4 5.4 1 0 6, 0 7 9,9 0 0 
4 5 ζ斗 13,5 5 8,5 8 8 6 2 5, 8 1 5,9 8 4 4 6. 3 8 6,0 1 8, 3 6 3 
4 6 £〉 7,537,877 4込 33, 3 5 3,8 6 1 7 6.9 8 3,9 6 9,4 9 3 
4 7 6,7 5 4,7 4 3 ζ：，. 2 6,5 9 9,1 1 8 7 7.6 8 3, 9 6 9,4 9 3 
制1 40年度の負債率急減は土地再評価Kよる資産増のため。











年度 服飾美術科 工芸美術科 保健体育科 初等教育学科 言十（）家願時コー ス （）養護教諭コ スー
44 u ~）人 42人 40人 32人 2 7 6人
4 5 4 6 36 ( 8 3 ) 57 364 
46 48 25 52 338 2 6 ) ( 8 1 ) 
4 7 48 39 4 7 355 ( 8 3 ) 
4 8 1 4 0 7 7 5 4 1 0 5 5 4 1 ( 1 1 2 ) 
言十 5-9 2 2 6 1 1 9 4 2 9 3 1.8 7 4 ( 1 7 5 ) ( 3 5 9 ) 
次の表は，短大創立より47年に至る学生納入金の推移を示すものである。
学生納入金推移表 (1) 
納 入 金 総 言十 （年 額）
年度 検定料 入学金
服飾美術料 工芸美術料 保健体育料 初等教育学科
3 8 3,0 0 0円 1 0,0 0 0円 7 6,0 0 0円 円 円 円
3 9 3,0 0 0 2 0,0 0 0 8 6,0 0 
4 0 3,0 0 0 2 0,0 0 0 97,000 
4 1 4,0 0 0 3 0, 0 0 0 1 0 6, 0 0 1 0 5,0 0 0 107,000 
42 4,0 0 0 3 0,0 0 0 121,000 1 2 0,0 0 0 1 2 ,0 0 0 
43 5,0 0 0 3 0,00 0 1 6 2,00 0 1 6 9,0 0 0 164,000 
44 5, 0 0 0 3 0,0 0 0 1 6 2,0 0 0 1 6 9,0 0 0 1 6 4,0 0 0 1 65,0 0 0 
4 5 5,0 0 0 3 0,0 0 0 1 6 2, 0 0 0 1 6 9, 0 0 0 1 6 4, 0 0 0 1 6 5,00 0 
46 5, 0 0 0 5 0,0 0 0 1 9 0,0 0 0 19 9,000 2 0 1,0 0 0 1 9 8,00 0 
47 5,0 0 0 5 0,0 0 0 1 9 0,0 0 1 9 , 0 0 0 201,000 1 9 8,0 0 0 
人件費の増大と物価上昇のため， 38年より43年までの間，毎年学費改訂を実施せざるを






































































































































各科 別入 学者推移表 (3) 
（昭和49～昭和53年度〉
年度 服飾美術科 工芸美術科 保健体育科 初等教育学科 言十（）家厨ヰ学コ スー （）養護教諭コ スー
4 9 14 °yへ 8 3人 5 8 1 1 9人 583人
( 5 5 ( 1 2 8）ヘ
5 0 
1 4 8 
7 1 
63 
1 2 8 649 
( 1 6 8) 
5 1 
1 4 7 
8 3 
7 2 
1 4 4 7 3 3 
( 2 0 5) 
5 2 
1 5 7 
8 2 
82 
1 5 5 792 
( 2 2 3) 
5 3 
1 9 6 
1 0 1 
1 0 0 
1 4 7 8 2 8 
9 6) ( 1 8 8) 
言十 788 4 2 0 3 7 5 6 9 3 3,5 8 5 ( 3 9 7) ( 9 1 2) 
合計 2,3 4 0 9 11 7 6 1 986 6,8 8 1 ( 6 1 2) 。，27 1) 
この様な学生増加に対応するため， 教授組織の充実はもとより，50年， 52年の 2度にわ
たって校舎 ・図書館の増築を行っているが その概要は次表のとおりである。
14 古瀬： 北海道女子短期大学15年史
年度 種 類 構 造 面 積 所要経費 総、 面 積
rC 円 rC 
A 棟 建設費
校 舎 鉄筋コンクリ ト 586,284 1 9 2,l 5 0, 0 0 0 校舎
5 0 造 3階建 B 棟 7, 4 1 4. 0 4 
7 8 9,9 3 8 設備費 （含図書館）
6, 7 7 8, 5 1 5 
渡 b廊下 鉄骨造 8 3,9 0 4 
校 舎 鉄筋コンクリ 卜 531,354 建設費 校舎造 3階建 1 0 5, 0 0 0,0 0 0 8,24 3.81 
5 2 
図書 館 I 2 9 8,4 1 6 設備費 （内図書館〉
2 階建 5, 0 9 4,0 7 5 4 0 9,2 6 6 
尚，これより前，昭和48年10月23日， 南部忠平教授の 「不滅の偉業を讃え，長年にわた
る青少年健全育成への情熱を継承して本道の発展に寄与する」ために，「財団法人南部忠
平記念財団」 が設立された。記念財団はその事業のーっと して 昭和49年11月初日「南部
忠平記念スポーツセンター」を本学校地内の貸与地に建設した。 （貸与敷地面積4,500m2)
同センタ ーは， 延床面積1,569,008ni2で， 南部顕彰室のほか，体育室，トレーニング室，
研修室，研究室等をもっている。 建設のため2億 8干5百万円の経費を要した。尚，財団
の役員は次のとおりである。
理 事 長 7Jく 出 久 雄 株式会社北海道相互銀行取締役社長
常務理事 浅 井 猛 学校法人浅井学園理事長
理 事 古 瀬 卓 男 学校法人浅井学園常務理事，北海道女子短期大学教授
理 事 JI [ 崎 静一郎 日本栄養食品株式会社取締役社長，道体協理事長
理 事 石山 田 政 勝 岩田醸造株式会社代表取締役会長，道体協副会長
理 事 塩 進 作 北海道熱供給公社社長
理 事 菊 地 久 治 元喜茂別町長
理 事 奈良岡 健 北海道女子短期大学教授
理 事 東 昇 北海道女子短期大学教授
陸li: 事 梶 浦 善 次 北海道女子短期大学学長









年度 国費助成 道 費補助 言十 人件費 K占める割 合
4 1 1 7 0,0 0 0円 1,2 7 8,0 0 0円 1,4 48,0 00円 4. 3 % 
42 6 4 6,0 0 0 2,0 2 3, 0 0 0 2, 6 6 9,0 0 0 6. 0 
4 3 577,000 2,0 2 5,0 0 2,6 0 2,0 0 0 4. 9 
44 350,000 2,1 5 5,0 0 0 2,5 0 5,0 0 0 3. 8 
4 5 5,3 5 8,0 0 0 2,121,000 7, 4 7 9,0 0 0 9. 7 
46 7, 1 1 4,0 0 0 1,412,00 0 8,5 2 6,0 0 0 9. 5 
47 1 9, 1 4 1, 0 0 1,23 1,00 0 2 0, 3 7 2,0 0 0 1 9.4 
48 2 7,6 2 6,0 0 0 1,8 0 0,0 0 0 2 9,4 2 6, 0 0 0 2 4. 9 
49 4 3,8 8 7,0 0 0 1, 9 3 8,0 0 4 5,8 2 5,0 0 0 2 7.3 
5 0 6 6,2 7 0,0 0 0 2,0 5 3,00 0 6 8,3 2 3,0 0 0 3 l. 1 
5 1 9 4,1 5 8,0 0 0 2,0 3 3, 0 0 9 6, 1 9 1,0 0 0 3 4. 4 





学生 納入 金推移表 (2) 
納 入 金 絵、 計 （年 額〕
年度 検定料 入 学 金
服飾美術科 工芸美術科 保健体育科 初等教育学科
4 8 5,0 0 0円 5 0,0 0 0円 2 2 0, 0 0 0円 2 2 9,0 0 0円 231,000円 2 2 9, 0 0 0円
49 5,0 0 0 5 0,0 0 0 2 2 0,00 0 2 2 9, 00 0 2 3 1,0 0 0 2 2 9,0 0 0 
5 0 6,0 0 0 8 0,0 0 0 2 6 8, 0 0 0 2 9 6,0 0 0 3 0 1, 0 0 0 2 9 5,000 
5 1 1 0, 0 0 0 100,000 3 2 2, 0 0 0 3 3 2,0 0 0 
体337,000
330,000 養 33 8, 0 0 0 
5 2 1 0,0 0 0 1 2 0,0 0 0 3 2 8, 0 0 0 3 3 8,0 0 0 
体34 3,0 0 0 
3 3 5, 0 0 0 養34 5, 0 0 0 
5 3 1 2, 0 0 0 1 3 0,0 0 0 357,000 3 7 2, 00 0 
体377,000




消 費収支差 額推移表 （2)
（昭和 53.12. 5現在 ）
年度 単 年 度 累 積 負債 率 本院勘定
4 8 28, 578, 000円 1, 979, 412円 71. 1 % 81, 819, 493円
4 9 L'-. 17, 081, 304 どと込 15, 101, 892 64. 9 81,819,493 
5 0 i三与 9, 972, 779 ι：，＿ 25, 07 4, 671 60. 5 80, 617, 443 
5 1 25, 228, 406 153, 735 48. 3 80, 617, 443 
5 2 720, 761 874, 496 40. 8 80, 617, 443 
5 3 。
尚，表の消費収支差額の推移については， 48年，短大創立以来はじめて 3干万円の基本











「教員養成諸学校 」と総称された7種類 125校に及ぶ諸学校は 昭和24年5月新制国立大
学の成立とともに，教育学部， 学芸学部の母胎となり，あるいは学芸大学となった。そし






























寸戸斗ιー 校 所 要 数 現 在 数 不 足 数 不 足 率
企そ孟f. 校 20, 092人 15, 788人 4, 304人 21. 4 % 
中 そA主F,. 校 I 0,998 9, 237 1, 761 16. 0 
高等学校 4, 584 4, 224 360 7. 9 





















年度 定 Fl 現 員 欠 員 助教諭・講師
35 34, 433人 34, 064人 369人 471人
40 36, 7 44 36, 551 193 348 





ρ寸主三4ー与 科 名 卒業者数
その他教職進学未就職 就職率道内教員 道外教員
小学校教員養成課程 625 3 8 0 1 1 3 9 1 4 1 6 0.8
中学校教員養成課程 268 1 6 5 29 48 26 6 l.5 
特別教科（音楽） 2 8 8 3 1 2 5 2 8.5 
46 
特別教科（美術・工芸〕 2 9 6 。 1 3 1 0 2 0.6
養護学校教員養成課程 2 1 1 1 。 8 2 5 2.3 
計 9 7 1 570 1 4 5 1 7 2 84 5 8.7 
小学校教員養成課程 6 3 8 362 1 2 9 8 1 6 6 5 6.7 
中学 校教員養成課程 294 1 6 9 47 4 3 3 5 5 7.4 
特別教科（音楽） 2 9 9 。 9 1 1 3 1.0 
47 
特別教科（美術・工芸） 2 3 4 4 7 8 l 7. 3 
養護学校教員養成課程 2 1 1 3 3 3 2 6 1.9
計 1,0 0 5 557 1 8 3 1 4 3 1 2 2 5 5.4 
19 
卒業 卒業後の状況 道内教員
年度 学 校 名 卒業者数 道内教員 道外教員 その他教職進学未就職 就職率
小 学校教員養成課程 6 2 6 397 1 0 4 7 7 48 6 3.4 
中学校教員養成課程 279 1 6 8 42 3 5 3 4 6 0.2 
特 別 教科（音楽） 28 1 3 1 7 7 4 6.4 
4 8 
特別教科（美術 ・工芸） 3 1 6 。 1 3 1 2 1 9.3 
養護学校教員養成課程 2 0 1 5 1 2 2 7 5.0 
計 9 8 4 5 9 9 1 4 8 1 3 4 1 0 3 6 0.8 
小 学校教員養成課程 5 9 8 435 68 57 3 8 7 2.7 
中学校教員養成課程 275 1 9 0 2 3 34 2 8 6 9.1 
特別 教科（音楽） 2 5 1 1 。 9 5 4 .0
49 
特別教科 （美術 ・工芸） 2 3 9 1 7 6 3 9.1 
養護学校教員養成課程 2 0 1 6 。 1 3 8 0.0 
計 9 4 1 6 6 1 9 2 1 0 8 8 0 7 0.2 
小学校教員養成課程 6 1 5 449 4 5 64 5 7 7 3.0 
中学校教員養成 課程 2 9 2 2 1 7 1 9 28 2 8 7 4.3 
特 別 教 科（音楽） 27 1 2 。 4 1 1 4 4.4 
5 0 
特別教科〔美術 ・工芸〕 2 6 8 1 1 1 6 3 0.8 
養護学校教員養成課程 1 9 1 3 1 1 4 6 8.4 




19, 270人 パ 小学校教諭免許状所有者43年 5月 1日 I 8,519人（96.I係）
50年8月 1日 I ¥' 小学校教諭免許状所有者
16, 344人 I ¥ 15. 466人（94. 6係）
附則 3項適用者
759人（3.9 % ) 
（教科別末調査）
附則 3項適用者
727人（4.4 % ) 
音楽 71人（ 9. 7係






年度 3項適用者 左の 内訳
3 9 7人 家庭 7人
4 0 3 I 3 
4 1 1 5 I 1 5 
4 2 9 I 6 美術2人保体 l人
4 3 5 ／ 1 I O グ 4
4 4 8 ／ 3 I I I 4 














51. s_____ JiZ-_3 51. s 





47年 f小学校 3. 0% 
l中学校 20. 9% 
48年 t小学校 32. 4% 
l中学校 20. 2% 
芸、二ヲ：＼－－ー2:1_ ____ －竺J全－
.":-_-_ ---－－－＝－よ~ιL－ 6 一一一三日北海道小学校
15. 2 15. 0 
41 46 





















































科 目 1年目 2年目 備 考
区
年次及び単位数
手4 自 l 'q三目 2年目 備 考
分 前後 前後 言十
期期 期期
分 前 後前 後計
期期 期期
国 三日五ロ ② ② 保育原理 ② ② 
社 会 2 2 教育原理 ② ② 
理 科 ② ② 教育心理学 ② ② 
算 数 2 2 児童心理学 2 2 
家 庭 ② ② 教育方法論 2 2 
ソノレプエ ① 1 ①1 シユ教 三日台L
＝戸』コ
で"iゐ－ I I 2 （合唱を含む）科
器 楽 ① I I 1①3 （合奏を含む）
Vて
楽 指揮法
教 教育関係法規 2 2 
職 教育実習 I 3 4 
tて
道徳教育の研究 ② ② 
教材研究国語） ② ② 
関
教材研究（社会） 2 2 
関 鑑賞法 I I す 教材研究（理科） ② ② 
す 水 彩 ① ① 音，図，保体
の各群Uてつい る 教材研究（音楽） ② ② 
デザイン ① ① てはそれぞれ
る の必修単位の
図 日本画 I I ほか，どれか
専 一科目群を選
画 彫 塑 I 択し，＆＇.・、修のと
門
と
工 版 画 I 
教材研究 ② ② 
専 （図画工作）
教材研究 ② ② （保健体育）
門
教材研究（家庭） ② ② 
科 教材研究（算数） 2 2 
科 作 染 色 I 日
保育内容の研究 2 2 （音楽リズム）
f由 彩 I I 
日
保育内容の研究 2 2 （絵画製作）
金 工 I I 保育内容の研究 2 2 （健 康）
体育実技 ① ① ダンス，体操， 保育内容の研究 2 2 語）
保 体育実技 （各シーズン集 水泳，スキー，
健
中実習） ① スケート
体 体育実技 I I 2 球技，陸上，
保育内容の研究 2 2 （自 然）
保育内容の研究 2 2 
（社 会）
育 体育原理 2 2 社会福祉 2 2 そ
体育管理 2 2 
の 児童福祉 2 2 
他
専 栄 養 戸て地f一 2 2 集中講義
M 
科 育 児 戸で主子4一ら 2 2 
日












年度 入学者数 卒業者数 教職就職率
員」テ注4 校 幼 稚 園 そ の 他
4 4 3 2人 一人 人 一人 一人 _% 
4 5 5 7 46. 3卒 31 2 4 3 4 1 0 0. 0 
4 6 5 2 47. 3卒 50 1 9 1 6 I 1 9 2.0 
4 7 4 7 48. 3卒 47 1 8 1 9 2 8 2.0 
4 8 1 0 5 49. 3卒 47 2 0 1 6 7 9 l.5 
4 9 I I 9 50. 3卒101 3 6 2 9 8 7 2. 3 
5 0 I 2 8 51. 3卒11 6 9 4 3 I 4 5 6. 9 
5 1 1 4 4 52. 3卒12 5 9 5 7 I 4 6 4. 0 















年 志 願者 数 受験者数 登録者数 登録率
区 分
度 男 女 計 男 女 計 男
小 学校 518 263 781 488 239 727 378 
中学校 346 946 1, 292 305 793 1, 098 172 
高等学校 669 171 840 582 137 719 219 
46 
特殊学校 31 56 87 28 51 79 18 
養護教諭 192 192 187 187 
計 1. 564 1, 628 3守 192 1, 403 1, 407 2, 810 787 
小 学 校 532 294 826 504 272 776 418 
中 学 校 420 882 1, 302 389 716 1, 105 203 
高等学校 691 200 891 619 166 785 198 
47 
特妹学校 39 67 106 37 57 94 19 
養護教諭 247 247 236 236 
計 1, 682 1, 690 3, 372 1, 549 1, 447 2, 996 838 
小 学校 540 356 896 513 337 850 59 325 
中学校 564 968 1. 532 536 847 1, 383 16 176 
高等学校 697 208 905 640 178 818 159 
48 
特殊学校 39 67 106 36 61 97 2 4 
養護教諭 230 230 216 216 
計 1, 840 1, 829 3, 669 1, 725 1, 639 3, 364 77 664 
小 学校 498 377 875 470 355 825 80 318 
中学校 518 959 1, 477 476 806 1, 282 30 226 
高等学校 620 159 779 551 142 693 230 
49 
特殊学校 32 59 91 28 50 78 4 5 
養護教諭 226 226 219 219 
計 1, 668 1, 780 3, 448 1, 525 1, 572 3, 097 114 779 
小 学校 510 461 971 483 435 918 95 341 
中 学 校 506 1, 199 1, 705 456 1, 044 1, 500 39 289 
高等学校 784 176 960 684 148 832 247 
50 
特殊学校 54 87 141 49 70 119 7 13 
養護教諭 300 300 295 295 
計 1, 854 2, 223 4, 077 1, 672 1, 992 3, 664 141 890 
注1 年度は，採用年度を表 し， 選考検査は当該年度の前年度に実施
2 48年度以降上段札幌市登録者数
女 計 % 
220 598 82. 2 
315 487 44. 3 
59 278 38. 6 
21 39 49. 3 
175 175 93. 5 
790 1, 577 56. I 
222 640 82. 4 
295 498 45. 0 
59 257 32. 7 
22 41 43. 6 
222 222 94. 0 
820 1, 658 55. 3 
45 104 75. 0 209 534 
15 31 27. 8 178 354 
45 204 24. 9 
3 5 18. 5 9 13 
11 11 99. 0 203 203 
74 151 43. 3 644 1, 308 
60 140 79. 3 197 515 
26 56 38. 2 209 435 
72 302 43. 5 
4 8 39. 7 18 23 
11 11 91. 3 189 189 
101 215 54. 2 685 1, 464 
68 163 90. 0 322 663 
38 77 55. 7 469 758 
73 320 38. 5 
6 13 31. 9 12 25 
18 18 95. 3 263 263 
































































う戸主じ4 校 種 別 弓ーミ子4 校 数 養護教員数 充 足 率
校 人 ヲる
寸，＂＇三 Lー 校 2, 2 7 5 I O 9 ( 6 6 ) 7. 6 9 
中 「戸斗子4 校 1, 2 8 7 2 5 ( 2 3 ) 3. 7 3 
高 等 －《ミf:. 校 3 4 7 I O I ( 1 0 ) 3 !. 9 9 
て回三三 f片斗F4 校 6 。 。
聾 7戸斗4与 校 8 2 2 5. 0 
計 3, 9 2 7 2 3 5 8. 5 3 
（出 ]. ( ）は養護婦で内掲










募 集 卒 業 課 程
年度 人 員 年 度 人 員 年 数
2 3 5 0人 2 4年 ( 2 5. 3卒） 1人 2年
2 4 5 0 2 5 ( 2 6 3 ) 8 2 
2 5 5 0 2 8 ( 2 9.3 ) 1 5 4 
2 6 5 0 2 9 ( 3 0. 3 ) l O 4 
1 0 2 9 1 0 2. 6 
2 7 
2 0 0 3 0 ( 3 l.3 ) 3 4 
2 8 1 5 2 8 ( 2 9.3 ) 1 5 1 
2 9 5 0 2 9 ( 3 o.3 ) I 8 I 
5 0 3 0 ( 3 l. 3 ) 3 1 
3 0 
1 0 0 3 I ( 3 2. 3 ) 3 0 2 
5 0 3 I ( 3 2 3 ) 1 2 1 
3 1 
1 0 0 3 2 ( 3 3 3 ) 2 8 2 



































































年度 受験者数 登録者数 採用者数 他就職者数 未採用者数
4 6 1 8 7 1 7 5 1 1 2 6 3 。
4 7 2 3 6 2 2 2 1 6 8 5 4 。
4 8 2 1 6 2 0 3 1 4 7 5 6 。
4 9 2 1 9 1 8 9 I 5 5 3 4 。
5 0 2 9 5 2 6 3 2 I 7 4 6 。
5 I 3 0 2 2 8 0 2 2 8 4 6 6 
A I 2 2 1 0 6 1 6 。
5 2 4 5 3 
B 2 9 8 I 8 9 1 0 9 。
A 4 2 4 2 。 。
5 3 4 9 7 









学 校 種別配置 内訳
年度 人 EヨL 卒業年度 就職人員
小学校 中学校 高 校 特殊学校
4 5 8 3人 4 6 ( 4 7 3) 6 2人 45人 1 2人 3人 2人
4 6 8 l 
4 7 
( 4 8.3 ) 7 4 55 9 l O 。
4 7 8 3 
48 
( 4 9.3 ) 7 2 4 3 26 2 
4 8 1 1 2 
4 9 
( 5 0.3 ) 1 0 5 5 8 34 l 2 
4 9 1 2 8 
5 0 
( 5 1.3 ) l 2 4 7 2 4 1 l O
5 0 1 6 8 
5 1 
( 5 2 3 ) 1 5 7 97 5 0 8 2 
5 1 205 
5 2 
( 5 33 ) 1 9 8 1 4 1 5 2 4 1 
























































昭和45年度 （開校時） 昭和 53年度 （現在）
年次及単位数 年次及単位数






生理学及び運動生 ② ② ② ② ⑧ 解 剖
三兵斗子4与 ② ② 
理学（含解剖l学）
生 理 う《ふ4三与一 I ② ② 
衛 生 う戸斗I与－ ② ② ④ 生 理 持てfι－ _[ ② ② （含公衆衛生学）
予 防 医 寸井斗二ら一 ② ② 運動生理学 ② ② 
細菌 免 疫学 ② ② 衛 生
寸Aふんー ② ② 
精 神 衛 生 ② ② 公衆衛生学 ② 2 ② 2 
薬 理 概 三ロ間dλ ② ② 医 持て「ι 概
呈員d同'- ② ② 
食 f' 口 二主子£， ① ② 病 理 学 ② ＠ 
栄 養 で戸斗「ら ② ② 細 菌
で戸斗F4与 2 2 
健 康 管 理 ② ② 免 疫
でA斗F4ら 2 2 
で戸主F4 校 保 健 ④ 
精 神 衛 生 ② ② 
（含養教職務） ② ② 薬 理 概 論 ② ② 
救急処置看護法 ② ② 食 品 づ凶4ー与 2 2 
看護学概論 ② ② 栄 養 でA十4 ② ② 
看 護 実 習 ＠ ＠ 健 康 β目耳 理 ② ② 
体 育 原 王嬰 ② ② 寸Aムdー' 校 保 健 ② ② 
体 育 管 E里 ② ② 養 教 職 務 2 十一2 →ー 4 
体育方法論 ② ② 救急処置看護法 ② 
体育心理学 2 2 看護学総論 ② ＠ 
体育スポーツ史 ② ② 看護学各論 I ←②→ ② 
スポーツコ チ論 1 2 看護学各論 E ←②→ ② 
トレーニング論 2 2 臨 床 実 習 4 4 
体育測定評価 2 2 体 育 原 理 ② ② 
体 操 ① 1 ① 3 体 育 管 理 2 2 
タ． ン ;z. ① ① ① ① ④ 体育方法論 2 2 
バレーポー Jレ ① 1 ① 1 体育心理学 2 2 
バスクァトボーノレ ① ① 1 保健体育論 ② ② 
水泳・スキー ・スケ 卜 ‘一一』①一 ト一一＋』－2一 ① 2 体育測定評価 2 2 
陸 上 1 1 2 体 育 実 技 ←②→ ② 
ア ス ス キ ‘一一 トー一＋のー ① 
羽 球 水 泳 ‘一一一 午②－ トー→ ① 
卓 球 保健体 育演習 ‘一ー 一一ト→ ② 
ハンドポーノレ 1 
声 寸,u.らー 1 2 
鑑 賞 法
言十 ＠ 計 ＠ 24 24 
33 
ては，適正な地域配置が望まれる。
(6) 社会の高度化に対応して，高度の専門技術者及び研究者を養成確保するため，大学
院を拡充整備することが望まれる。
(7) 地域往民に対する学習機会を拡充するため，大学公開講座を拡充することが望まれ
る。
(8) 日本育英会の育英奨学事業を拡充強化することが望まれる。
(9) 各種学校は，高等学校卒業後の教育機関としての性格を強めてきているので，教育
内容を充実することが望まれる。
また，高度の専門性が要求される課程や公共の福祉に関係の深い課程は，大学，短
期大学又は専門学校に昇格することが望まれる。
以上で稿を終えるが，果たして本稿が，当初の目的を達しえたかどうか，はなはだ心も
とない。大方のご批判とご教示を願ってやまない。
欠落部分も随分多い。教育課程についてはもっと意を用いるべきであったろう。寮の問
題，事務組織，図書館の充実経緯について若干でもふれたかった。教職員の福利厚生の現
状と課題，入試選抜の改善推移と就職対策の課題，更には，同窓会について，学生のクラ
フ、活動の状況についてなど，読み返すたびに次から次へと欠落部分が目につく。これらに
ついては，いずれ20年史で取り上げる。
筆を進めながら，この15年の歴史の中で，どれ程多くの人々のご好意とご努力があった
かをあらためて痛感もした。それにもかかわらず，個々の人々についてふれなかったのは，
制約された枚数の中で，生じうる失礼を怖れたからに他ならなL、c お詫びとともに，あら
ためて厚く御礼を申しあげたL、。
今筆を置くに当たって，本学15年の歴史を支えたもの，それは 「人の和」であったこと
を強く感じている。
（注）筆者は学園常務理事で 本学事務局長を兼務している。 （紀要編集委員会〉
